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主催：大学共同利用機関法人自然科学研究機構

第14回
自然科学研究機構シンポジウム

［愛知
中継会

場］

申込不
要

愛知会
場は当

日自由
に

ご参加
いただ

けます

参加無
料

［東京
会場］

要・事前
申込

申込は
Webから

お願い
いたし

ます

※東京会場では、登録整理番号をお持ちで
ない方は、ご入場いただけない場合がござ
いますので、ご了承下さい。

※プログラムは裏面をご覧下さい。

［東京会場］

学術総合センター（一橋講堂） 
東京都千代田区一ツ橋2-1-2
［愛知中継会場］

岡崎コンファレンスセンター 
愛知県岡崎市明大寺町字伝馬8-1

平成25年3月20日［水・祝］10:00▶17:35
開場 9:30　閉場 18:00



第14回 自然科学研究機構シンポジウム

導　入　10:00～10:20 
開会挨拶　佐藤勝彦（自然科学研究機構長）
趣旨説明　シンポジウム全体の趣旨説明
　大峯　巖（分子科学研究所長）

講　演　10:20～16:50
Keynote Lecture：人工光合成の現状と展望
　福住俊一（大阪大学）　
植物のデザインに学ぶ人工光合成
　─金属錯体による酸素発生反応─
　正岡重行（分子科学研究所）
規則性ナノ空間で拓く未来材料　植村卓史（京都大学）
　　　昼休憩（80分）　

有機薄膜太陽電池の現状と将来　平本昌宏（分子科学研究所）
ハーバー・ボッシュ法を超えるアンモニア合成法は誕生するのか？　西林仁昭（東京大学）
グリーンイノベーションと革新電池とのつながり　射場英紀（トヨタ自動車株式会社）
　　　休　憩（30分）

グリーン化学合成研究の最先端　魚住泰広（分子科学研究所）
Keynote Lecture：夢を持ち続けよう！ 

　─d-block 遷移金属触媒が 21世紀を救う　根岸英一（科学技術振興機構、米国パデュー大学）
　　　休　憩（10分）

特別対談　17:00～17:30　
　根岸英一・立花　隆

閉　会　17:30～17:35
閉会の挨拶
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ハーバー・ボッシュ法を超えるアンモニア合成法は誕生するのか？　西林仁昭（東京大学）
グリーンイノベーションと革新電池とのつながり　射場英紀（トヨタ自動車株式会社）
　　　休　憩（30分）

グリーン化学合成研究の最先端　魚住泰広（分子科学研究所）
Keynote Lecture：夢を持ち続けよう！ 

　─d-block 遷移金属触媒が 21世紀を救う　根岸英一（科学技術振興機構、米国パデュー大学）
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東京会場のお申込や、最新の情報はシンポジウムホームページから

携帯電話からのお申込はこちらから

http://www.kuba.co.jp/nins14/i/

※東京会場では、登録整理番号をお持ちでない方は、ご入場いただけない場合がございますので、ご了承下さい。

※東京会場でのシンポジウムへのご参加には事前のお申込が必要となります。
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株式会社クバプロ
〒102-0072
東京都千代田区飯田橋3-11-15
UEDAビル6F
TEL̶03-3238-1689
FAX̶03-3238-1837
e-mail̶nins@kuba.jp

※講演題目は全て仮題であり、講演者が変更する場合もあります。

根岸英一 氏 立花　隆 氏

パネル展示も
同時開催！！

ノーベル化学賞受賞の根岸英一氏と
立花 隆氏の特別対談開催
ノーベル化学賞受賞の根岸英一氏と
立花 隆氏の特別対談開催

http://www.nins.jp/


